
川崎市では、平成28年3月に川崎市一般廃棄物処理基本計画（ごみ減量 未来へつなげる エコ暮らしプラン）を策定しました。
基本計画では、循環型社会の構築はもとより、循環を基調とした生活の質の高さと環境の保全を両立した環境配慮型の“エコ暮
らし”なライフスタイルへの転換を図りながら、持続可能な都市を目指していきます。
　令和４年３月に策定した「第３期行動計画」に基づき、各種広報媒体を活用した普及広報やイベントにおける普及啓発等、
ごみの適正排出・分別の徹底に向けた各種広報や出前ごみスクール等の環境教育・環境学習等を実施することにより、ごみ
の減量化・資源化を推進します。また、近年、地球温暖化や海洋汚染、生態系への影響の観点から、世界的な課題となっている
プラスチックごみについて、プラスチック資源の分別収集、マイボトル・マイバッグの利用促進、事業者へのレジ袋の削減要請
等、プラスチック資源循環に向けてより一層取組を進めていきます。
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普通ごみ収集を週６回から週５回に変更

普通ごみ収集を週５回から週４回に変更

橘処理センター竣工
プラスチック資源の分別収集開始(川崎区)　

1,530,457人

川崎未来エナジー株式会社設立
市制100周年令和6(2024)

「かわさきカーボンゼロチャレンジ2050」を策定

（https://www.city.kawasaki.jp)https://www.city.kawasaki.jp

（https://www.city.kawasaki.jp)https://www.city.kawasaki.jp
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・プラスチック資源

19

②堤根処理センター（休止・建設中）
③橘処理センター（処理能力600t/24h)

⑨南部リサイクルセンター（空き缶・ペットボトル、空きびん）
⑩浮島処理センター粗大ごみ処理施設（粗大ごみ・小物金属）
⑪浮島処理センター資源化処理施設（ﾐｯｸｽﾍ゚ ｰﾊﾟー 、ﾌ ﾗ゚ｽﾁｯｸ製容器包装・ﾌ ﾗ゚ｽﾁｯｸ資源）
⑫橘処理センター資源化処理施設（ミックスペーパー）
⑬王禅寺処理センター資源化処理施設（空き缶・ﾍ゚ ｯﾄﾎ ﾄ゙ﾙ、空きびん、粗大ごみ、小物金属）

⑭加瀬クリーンセンター（処理能力300ｔ/5ｈ）

⑮浮島処理センター動物死体処理施設（犬及び猫等）

⑯浮島2期廃棄物埋立処分場（埋立容量2,673,500㎥）

⑰堤根余熱利用市民施設（ヨネッティー堤根）（休止・建設中）
⑱王禅寺余熱利用市民施設（ヨネッティ―王禅寺）（麻生区王禅寺1321）

⑲かわさきエコ暮らし未来館（川崎区浮島町509－1）
⑳王禅寺エコ暮らし環境館（麻生区王禅寺1285）
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5 78

　「ポイ捨て禁止条例」に基づく地域の環境美化の推進を図ることを目的とし
て、市政だよりや市ホームページ、X(川崎市ごみゼロ・環境情報)への掲載、ポス
ターの掲示など各種広報媒体を利用した広報活動を展開するとともに、毎月、
主要駅周辺地域において路上喫煙の防止と併せた統一キャンペーン活動を行
うなど、美化意識向上のための普及啓発活動を実施しています。

5 2

　令和５年度は「冒険写真家が語る海のプラごみと陸の取組」をテーマに講演を
行いました。

製作 で活用
　令和５年度からGIGAスクール構想に伴い電子版に変更しました。

5 168
146

　プラスチック資源循環をさらに加速化するため、プラスチック製品とプラスチック製容器包装を「プラスチック資
源」として一括で回収し、リサイクルする取組（令和６年４月から川崎区、令和７年４月から幸区・中原区、令和８年度か
ら市内全域で開始）について様々な普及啓発を行っています。

◆プラスチック資源の分別収集開始に伴う広報

3R推進講演会

5
学校・ＰＴＡ 東京ガス株式会社

5,312,431
543,269
2,252,637
8,108,336

4,302,886
494,851
97,350

4,895,088

370,499
118,022
131,462
619,982

9,985,816
1,156,142
2,481,448
13,623,406

234,357
11,954
50,433
296,744

42,609
96,716
49,203
45,910

772,375
1,545,604

13,623
45,910
17,638
8,814

4

4
4

◆災害発生時のごみの分別方法等の周知
　市ホームページへの掲載や備えるフェスタ等のイベントにおいてチラシの配布を実施して
いるほか、災害時の分別方法等について分かりやすくまとめた冊子を活用し、平時から市民
等に周知を図っています。

市民祭り かわさきSDGsランド

　かわさき市民祭りや区民祭等のイベントに参加し、3R推進
キャラクター「かわるん」を活用した広報を実施するとともに、
タペストリー展示やリーフレットの配布等により、資源物とご
みの分別ルールと排出マナーの徹底及び3Rの普及啓発を
図っています。

ごみ相談窓口

3R推進デー

させる

冊子『災害が起きた時の
「ごみ」のこと』
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32件（延べ129人の派遣で2,250人に対応）5
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ごみゼロカフェ

5 32,138

686 6

環境局減量推進課（本庁舎20階）、川崎市地球温暖化防止活動推進センター、
ヨネッティー王禅寺、各生活環境事業所（令和6年4月現在）

回収し、

　令和5年度は、「住宅建築のごみとリサイクル」「賢くプラスチックを利用し
てワンウェイプラ削減」「食品ロス削減のためのお話と調理実習」をテーマに
3か所合計60人の市民がごみ減量のアイディアを出し合いました。
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川崎市では、平成28年3月に川崎市一般廃棄物処理基本計画（ごみ減量 未来へつなげる エコ暮らしプラン）を策定しました。
基本計画では、循環型社会の構築はもとより、循環を基調とした生活の質の高さと環境の保全を両立した環境配慮型の“エコ暮
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